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関
ケ
原
町
役
場
新
庁
舎
が
完
成
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
に
建
設
さ
れ
た
現
庁
舎

３４

は
耐
震
対
策
が
講
じ
ら
れ
ず
、
来
庁

さ
れ
る
皆
さ
ん
や
執
務
す
る
職
員
の

安
全
が
確
保
で
き
な
い
上
、
駐
車
場

は
狭
く
、
事
務
所
が
分
散
す
る
な
ど

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
し

た
。

　

こ
の
た
め
、
町
で
は
皆
さ
ん
の
ご

不
便
を
解
消
し
、
事
務
処
理
の
効
率

化
を
は
か
る
た
め
新
庁
舎
の
建
設
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
は
、
Ｊ
Ｒ
関
ケ
原
駅
北
側

の
新
し
い
町
並
み
が
整
備
さ
れ
た
区

域
に
位
置
し
、
周
辺
に
は
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

歴
史
民
俗
資
料
館
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
公
共
施
設
に
隣
接
し
て
建
設

す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
多
く
の
町

民
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
広
げ
て
い

く
と
と
も
に
、
岐
阜
県
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
条
例
の
規
定
に
準
じ
て
、
高

齢
者
や
障
害
を
持
つ
方
な
ど
が
、
安

全
で
使
い
や
す
い
、
人
に
や
さ
し
い

庁
舎
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
阪
神
淡
路
大
震
災
や
新
潟

中
越
地
震
の
よ
う
な
大
地
震
が
起
き

た
と
き
は
、
庁
舎
は
救
援
活
動
や
復

旧
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
備

え
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
新

庁
舎
に
は
免
震
構
造
を
採
用
し
、
建

物
の
耐
震
性
能
を
充
実
・
強
化
し
て
、

災
害
時
に
お
け
る
司
令
塔
の
役
割
を

果
た
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
防
災
拠
点
の
飲
料
水
確

保
の
た
め
敷
地
内
に
貯
水
量　

ト
ン

４０

の
緊
急
飲
料
水
備
蓄
タ
ン
ク
（
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
タ
ワ
ー
）
を
配
置
す
る
と

と
も
に
、
集
約
し
た
公
共
施
設
の
敷

地
の
全
域
を
活
用
し
て
、
長
期
間
に

わ
た
り
確
実
に
機
能
す
る
防
災
拠
点

と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
と
も
町
民
の
皆
さ
ん

の
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
に
対
応
す
る
た

め
に
、
庁
舎
内
に
は
柱
の
な
い
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
、
柔
軟

に
組
織
を
変
え
る
こ
と
の
で
き
る
庁

舎
と
し
て
い
ま
す
。

　

新
庁
舎
移
転
に
伴
い
７
月　

日
よ

１４

り
移
転
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
れ

に
伴
い
役
場
受
付
窓
口
が
変
わ
り
ま

す
。

･
７
月　

日（
金
）午
後
５
時　

分
ま
で

１３

３０

　
　

今
ま
で
の
役
場
に
て

･
７
月　

日（
金
）午
後
５
時　

分
よ
り

１３

３０

　
　

新
庁
舎　

夜
間
窓
口
に
て

･
７
月　

日（
火
）よ
り

１７

　
　

新
庁
舎
に
て
通
常
業
務
開
始

　

教
育
委
員
会
事
務
局
（
現
在
は
中

央
公
民
館
内
）
も
、
７
月　

日
（
火
）

１７

新
庁
舎
に
移
転
い
た
し
ま
す
。
中
央

公
民
館
業
務
に
つ
い
て
は
今
ま
で
ど

お
り
中
央
公
民
館
に
て
申
請
等
で
き

ま
す
。
中
央
公
民
館
の
電
話
番
号
に

つ
い
て
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。（
℡
４

３
―
１
２
８
８
）
教
育
委
員
会
の
電

話
番
号
に
つ
い
て
は
５
頁
の
行
政
機

関
紹
介
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

　

役
場
代
表
番
号
（
℡
４
３
―
１
１

１
１
）
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各

課
の
直
通
電
話
が
一
部
変
更
い
た
し

ま
し
た
。
各
課
直
通
電
話
番
号
は
５

頁
の
行
政
機
関
紹
介
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

今
ま
で
以
上
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

行
き
届
い
た
町
づ
く
り
に
励
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
か
と
思
い
ま
す
が
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〒
５
０
３
―
１
５
９
２

　

岐
阜
県
不
破
郡
関
ケ
原
町

　

大
字
関
ケ
原
８
９
４
番
地
の
５
８

代
表
電
話
番
号

　
　

０
５
８
４
―
４
３
―
１
１
１
１

　

教
育
委
員
会
に
つ
い
て

　

新
庁
舎
移
転
業
務
中
の

窓
口
に
つ
い
て

　

役
場
の
電
話
番
号
に
つ
い
て

　

新
庁
舎
住
所

関ケ原派出所 
西美濃農協関ケ原支店 

国道３６５号線 

N

国道２１号線 

歴史民俗 
資料館 

老人福祉 
センター 

関ケ原 
ふれあい 
センター 

関ケ原町役場 

関ケ原駅 

バイパス 
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来客用駐車場には最大６０台の
車を停めることができます。 

セーフティータワー
には常時４０tの水が
確保され、非常時の
飲料水や火災消火活
動に活用されます。 

新庁舎は免震構造となって
おり、地震の衝撃を吸収す
る装置が基礎部分に備わっ
ています。この免震装置は
外から見学できます。東玄
関右側にございますのでぜ
ひご覧ください。 

夜間・休日はこちらの通用口からお入りください。 
宿日直者が応対いたします。 

東玄関 

公
用
車
車
庫 

庁　舎 西玄関 

職員 
駐車場 
職員 
駐車場 

来客用 
駐車場 

東玄関 東玄関 西玄関 

夜間休日通用口 至関ケ原 
　バイパス 
至関ケ原 
　バイパス 

至関ケ原駅 

＜立面図＞ 

議場 
議会事務局 
委員会室 
会議室 

町長室 
教育長室 
監理官室 
総務課 
産業建設課 
水道環境課 
教育委員会 
　学校教育課 
　社会教育課 
会議室 
相談室 

住民課 
地域振興課 
税務課 
会計管理室 
相談室 
宿日直室 

＜配置図＞ 
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議場 

女子トイレ 

男子トイレ 

エレベーター 

給湯室 

身体障害者用トイレ 

町長室 

町民ホール 

2階エレベーター 相談室 

身体障害者用トイレ 

一階全景 

夜間休日窓口 

町民の皆さんが集うホールは明る
く広々とした空間となっています。 

利用しやすい十分な面積
を確保しています。 

議場は大会議室としても使用でき
るようになっています。 

中央部に柱が一切な
いため、課の再編な
どが容易に行えます。 

夜間休日の際には庁
舎北側の通用口より
こちらの窓口へお申
し出ください。 

図書室 

倉庫 

書庫 

サーバー室 
食堂 

防
災
無
線
室 

印刷兼 
製図室 

倉庫 

倉庫 

宿 
日直室 

西玄関 

夜
間
休
日
通
用
口 

東玄関 

2階 

1階 

3階 
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町
民
軟
式
野
球
・
ソ
フ
ト

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
開
催
！

　

去
る
５
月　

日
（
日
）
体
育
協
会

２０

主
催
の
第　

回
町
民
軟
式
野
球
大
会

３７

と
第　

回
町
民
ソ
フ
ト
ミ
ニ
バ
レ
ー

２２

ボ
ー
ル
大
会
が
そ
れ
ぞ
れ
桃
配
運
動

公
園
と
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
軟
式
野
球
大
会
に
は　

チ
ー
ム
、

１１

ソ
フ
ト
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に

は　

チ
ー
ム
が
出
場
し
熱
戦
を
繰
り

１２
広
げ
ま
し
た
。
入
賞
さ
れ
ま
し
た
の

は
次
の
チ
ー
ム
で
す
。

ソ
フ
ト
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
町
民
体
育
館
）

　

優　

勝　

オ
ア
シ
ス
チ
ー
ム

　

準
優
勝　

西
町
一
チ
ー
ム

軟
式
野
球
大
会　

（
桃
配
運
動
公
園
野
球
場
）

　

優　

勝　

六
反
田
チ
ー
ム

　

準
優
勝　

陣
場
野
チ
ー
ム

（
桃
配
運
動
公
園
多
目
的
広
場
）

　

優　

勝　

グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
チ
ー
ム

　

準
優
勝　

若
宮
チ
ー
ム

　

６
月
３
日
（
日
）
に
第　

回
不
破

２６

郡
少
年
剣
道
錬
成
大
会　

関
ケ
原
大

会
が
関
ケ
原
町
民
体
育
館
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
不
破
郡
内
の
小
中
学
生

を
対
象
と
し
た
こ
の
大
会
で
は
多
く

の
入
賞
者
が
あ
り
ま
し
た
。

○
団
体
戦
○

小
学
生
低
学
年
の
部

　
　

３
位　

関
ケ
原
Ａ

中
学
生
の
部

　
　

３
位　

今
須
中
Ａ

○
個
人
戦
○

小
学
２
年
生
以
下
の
部

　
　

１
位　
 
徳  
永 　
 
康  
太 （
関
ケ
原
）

と
く 
な
が 

こ
う 
た

　
　

２
位　

�た
か

   
 
木 　
 
瑞  
予 （
関
ケ
原
）

ぎ 

み
ず 
よ

小
学
３
年
生
の
部

　
　

３
位　
 
徳  
永 
み
ど
り（
関
ケ
原
）

と
く 
な
が

小
学
４
年
生
の
部

　
　

３
位　

�た
が

   
 
木 　
 
伸  
哉 （
関
ケ
原
）

ぎ 

し
ん 
や

　

剣
道
関
ケ
原
・
今
須
勢

大
活
躍
！

　

老
人
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
と

老
人
ペ
タ
ン
ク
大
会
開
催

　

６
月　

日
（
月
）
桃
配
運
動
公
園

１１

に
て
、
高
齢
者
保
健
体
育
事
業
の
一

環
と
し
て
、
町
主
催
の
第　

回
老
人

５３

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
と
第
１
回
老
人

ペ
タ
ン
ク
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
は　

チ
ー
ム

１０

の
参
加
が
あ
り
、
ペ
タ
ン
ク
大
会
で

は
今
年
よ
り
競
技
会
か
ら
大
会
に
名

称
が
変
更
さ
れ
、　

チ
ー
ム
も
の
参

１３

加
が
あ
り
、
初
心
者
の
方
で
も
楽
し

く
プ
レ
ー
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
午
前

中
は
両
大
会
と
も
予
選
リ
ー
グ
を
行

い
、
午
後
か
ら
は
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
を
行
い
ま
し
た
。
ど
の
試
合
も
熱

戦
に
次
ぐ
熱
戦
で
、
一
打
一
投
に
歓

声
が
わ
い
て
い
ま
し
た
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
結
果

　
　

優　

勝　
　

陣
場
野
チ
ー
ム

　
　

準
優
勝　
　

若
宮
チ
ー
ム

　
　

３　

位　
　

西
町
チ
ー
ム

ペ
タ
ン
ク
大
会
の
結
果

　
　

優　

勝　
　

稲
成
会
Ａ
チ
ー
ム

　
　

準
優
勝　
　

瑞
宝
Ａ
チ
ー
ム

　
　

３　

位　
　

緑
桜
チ
ー
ム
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小
学
５
年
生
の
部

　
　

３
位　
 
西  
村 　
 
公  
佑 （
関
ケ
原
）

に
し 
む
ら 

こ
う 
す
け

小
学
６
年
生
の
部

　
　

２
位　
 
古  
山 　
 
奈  
穂 （
関
ケ
原
）

こ 
や
ま 

な 

ほ

中
学
男
子
１
年
生
の
部

　
　

１
位　
 
山  
田 　
 
純  
希 （
関
ケ
原
）

や
ま 
だ 

じ
ゅ
ん 
き

　
　

２
位　
 
有  
川 　
 
良  
平 （
今　

須
）

あ
り 
か
わ 

り
ょ
う 
へ
い

中
学
男
子
２
・
３
年
生
の
部

　
　

１
位　
 
川
合 　
 
佑  
輝 （
今　

須
）

か
わ
い 

ゆ
う 
き

　
　

２
位　

�よ
し

   
 
田 　
 
佳  
広 （
今　

須
）

だ 

よ
し 
ひ
ろ

　
　

３
位　
 
山  
田  
晋  
太 
郎
   
（
今　

須
）

や
ま 
だ 
し
ん 
た 
ろ
う

中
学
女
子
の
部

　
　

１
位　
 
山  
田 　
 
桃  
子 （
今　

須
）

や
ま 
だ 

も
も 
こ

　
　

２
位　
 
有  
川 　
 
千  
晶 （
今　

須
）

あ
り 
か
わ 

ち 
あ
き

皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

（
敬
称
略
）

　ふれあい図書館内おはなしコーナーにて、
ボランティアの方と職員による読み聞かせ会
を開催しています。どなたでも参加できます。

７月１４日（土）午前１０時３０分～午前１１時００分
担当：読書サークル
★　かしこいちいさなさかな
★　かみしばい「ぼくにものせてよ」

７月２８日（土）午前１０時３０分～午前１１時００分
担当：司書
★　めっきらもっきらどおんどん
★　お化けの真夏日

■おはなし原っぱ 　夏休み期間中（７月２１日～９月２日）に
� ��������������

限り開館時間を３０分早めます。
　また、一人１０冊まで貸出します。

開館時間　午前９時３０分～午後６時００分
貸出冊数　１０冊まで

夏休みの宿題や、課題の取り組みにぜひ、
ご活用ください。

※休館日、及び貸出期間は通常通りです。

■夏休み期間中の利用について

ふれあい図書館よりお知らせ 

　

現
行
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放

送
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

へ
の
移
行
に
伴
い
、
２
０
１
１
年
７

月　

日
ま
で
に
終
了
い
た
し
ま
す
。

２４

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
視

聴
方
法
な
ど
受
信
に
関
す
る
相
談
、

お
問
い
合
わ
せ
は
、
左
記
へ
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
受
信
相
談

総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
放
送
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
５
７
０
―
０
７
―
０
１
０
１

　
（
Ｉ
Ｐ
電
話
等
、ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
が

繋
が
ら
な
い
方
は
℡
０
３
―
４
３
３

４
―
１
１
１
１
）

・
視
聴
エ
リ
ア

（
社
）
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
会

http://w
w
w
.dpa.or.jp/

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

ゆ
ず
り
あ
う
心
で　
夏
の
交
通
事
故
防
止

７
月　

日
（
水
）
〜
７
月　

日
（
金
）

１１

２０

・
高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

・
飲
酒
運
転
等
無
謀
運
転
の
追
放

・
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
の
徹
底

　

県
民
一
人
ひ
と
り
が
「
自
分
の
安

全
は
ま
ず
自
分
で
守
る
」
と
い
う
意

識
を
持
ち
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と

正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
交
通

事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

私
の
視
点
、　
　

私
の
感
覚
、　
　

私
の
言
葉
で　

参
加
し
ま
す
。

　

裁
判
員
制
度
が
平
成　

年
（
２
０

２１

０
９
年
）
５
月
ま
で
に
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
国
民
の
み
な
さ
ん

の
良
識
を
司
法
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

み
な
さ
ん
に
裁
判
員
と
し
て
刑
事
裁

判
（
殺
人
、
強
盗
致
死
傷
な
ど
の
一

定
の
重
い
罪
に
限
ら
れ
る
）
に
参
加

し
て
も
ら
い
、
被
告
人
（
裁
判
に
か

け
ら
れ
た
人
）
の
有
罪
・
無
罪
と
、

有
罪
の
場
合
ど
の
よ
う
な
刑
を
言
い

渡
す
の
か
を
、
裁
判
官
と
一
緒
に
話

し
合
い
、
決
め
て
も
ら
う
制
度
で
、

国
民
の
参
加
は
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
検
察
庁
で
は
、
一
人
で

も
多
く
の
方
々
に
こ
の
制
度
の
内
容

を
御
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
す

る
こ
と
へ
の
不
安
や
疑
問
点
を
解
消

す
る
た
め
の
、
分
か
り
や
す
い
説
明

を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

岐
阜
地
方
検
察
庁
企
画
調
査
課
又

は
最
寄
り
の
検
察
庁

℡　

０
５
８
―
２
６
２
―
５
１
１
４

　

裁判員制度

地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
終
了
の

お
知
ら
せ
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本
年
度
、
本
校
が
力
を
入
れ
て
取
り
組
む

事
項
に
、
北
小
学
校
の
三
本
柱
が
あ
り
ま
す
。

の
三
点
で
す
。「
生
き
る
力
」を
身
に
つ
け
た
、

逞
し
い
子
ど
も
の
育
成
の
た
め
に
、
こ
だ
わ

り
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
八
十
点
八
十
％
の
達
成
を

合
い
言
葉
に
、
全
学
年
で
基
礎
・
基
本
の
反

復
練
習
を
し
て
い
ま
す

　

子
ど
も
た
ち
は
、

毎
朝　

分
間
、
計

１５

算
や
漢
字
練
習
、

読
書
に
一
生
懸
命

取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
学
年

×　

分
の
家
庭
学

１０
習
の
充
実
な
ど
、

家
庭
と
学
校
が
一

丸
と
な
っ
て
学
力

の
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

二
番
目
に
美
し
い
北
小
学
校
を
め
ざ
し
ま

す
。

を
大
切
に
、「
清
ら
か
な
心
」
を
育
み
ま
す
。

　

三
番
目
は
、
ふ
る
さ
と
愛
の
育
成
で
す
。

今
年
度
、
北
小
は
三
十
周
年
を
迎
え
、
式
典

や
記
念
誌
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
成
・
航
空
写
真
、

作
品
展
な
ど
の
行
事
を
行
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
も
、
保
護
者
や
地
域
の
方
と
関
わ
り
、

共
同
作
業
を
し
て
、
北
小
を
想
い
、
地
域
を

愛
し
、
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
育
み
ま
す
。

　

５
月　

日
に
は
、
親
子
ふ
れ
あ
い
活
動
が

２６

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
親
子
で
「
オ
リ
ジ
ナ
ル

フ
ラ
ッ
グ
」
づ
く
り
を
行
い
、
仕
事
で
忙
し

い
親
さ
ん
が
、
わ
が
子
や
親
同
士
で
話
を
弾

ま
せ
な
が
ら
ふ
れ
あ
い
、
有
意
義
な
活
動
で

し
た
。
作
品

は
記
念
作
品

展
で
展
示
さ

れ
ま
す
。

学
習
の
基
礎
・
基
本
三
セ
ッ
ト

　
　

☆
計
算
練
習

　
　

☆
漢
字
（
ひ
ら
が
な
）
練
習

　
　

☆
読
書
（
音
読
）

（
関
ケ
原
北
小
学
校
）

（
関
ケ
原
北
小
学
校
） 
（
関
ケ
原
北
小
学
校
） 

　

☆
美
し
い
校
舎
＝
掃
除

　

☆
美
し
い
言
葉
＝
挨
拶
や
言
葉
遣
い

　

☆
美
し
い
心
＝
仲
間
を
思
う
気
持
ち

【
小
学
生
の
部
】（
敬
称
略
）

〇
最
優
秀
賞

　
　

�た
か

   
 
木 　
 
大  
智 
（
南
小
学
校
）　
　
　

ぎ 

だ
い 
ち

〇
優
秀
賞

　
　
 
山  
田 　
 
摩  
耶 
（
今
須
小
学
校
）

や
ま 
だ 

ま 

や

〇
奨
励
賞

　
　
 
清  
水 　
 
理  
江 
（
北
小
学
校
）

し 
み
ず 

り 

え

　
　
 
古  
山 　
 
奈  
穂 
（
北
小
学
校
）

こ 
や
ま 

な 

ほ

　
　
 
松  
井 　
　
 
拓 
（
今
須
小
学
校
）

ま
つ 
い 

た
く

　
　
 
鈴  
木 　

す
ず 
き

　
 
陽 
（
南
小
学
校
）

　

み
な
み

【
中
学
生
の
部
】

〇
最
優
秀
賞

　
　
 
三  
輪 　
 
将  
大 
（
関
ケ
原
中
学
校
）

み 

わ 

し
ょ
う 
た

〇
優
秀
賞　

　
　
 
岩  
田 　
 
真  
理  
子 
（
関
ケ
原
中
学
校
）

い
わ 
た 

ま 

り 

こ

〇
奨
励
賞

　
　
 
田  
中 　
 
優  
一  
朗 
（
今
須
中
学
校
）

た 
な
か 

ゆ
う 
い
ち 
ろ
う

　
　
 
淡  
川 　
 
真  
帆 
（
関
ケ
原
中
学
校
）

あ
い 
か
わ 

ま 

ほ

　
　
 
三  
和 　
 
春  
菜 
（
今
須
中
学
校
）

み 

わ 

は
る 
な

　
　
 
松  
井 　
 
友  
香 
（
今
須
中
学
校
）

ま
つ 
い 

と
も 
こ

　

６
月
３
日
（
日
）
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
て
、
関
ケ
原
町
青
少
年
健
全
育
成
大
会
（
第
三
十
三

回
少
年
の
主
張
大
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
約
二
百
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
各
小
中

学
校
代
表　

名
の
意
見
発
表
を
熱
心
に
聞
い
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
は
、
関
ケ
原
子
ど
も
三
味
線

１２

「
ち
り
れ
れ
教
室
」
の
演
奏
や
唄
を
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
、
審
査
員
と
し
て
青
年
の
代
表
２
人
に
加
わ
っ
て
頂
き
、
若
い
人
の
視
点
も
取
り
入

れ
て
審
査
を
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、
中
学
生
の
部
の
最
優
秀
賞
の
三
輪
将
大
さ
ん
は
、
少
年
の

主
張
岐
阜
県
大
会
の
西
濃
地
区
選
考
会
に
参
加
し
ま
す
。

第
三
十
三
回
少
年
の
主
張
大
会
（
関
ケ
原
町
青
少
年
健
全
育
成
大
会
）
 

北
小
学
校
の
三
本
柱

　
　

柱
一　
　

基
礎
的
な
学
力
の
定
着

　
　

柱
二　
　

美
し
い
学
校
の
創
造

　
　

柱
三　
　

ふ
る
さ
と
愛
の
育
成

創
立
三
十
周
年
記
念
式
典

　
　

日
時　
　

月
４
日
（
日
）
午
後

１１

　
　

場
所　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

７
月
は
『
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む
全
国
強
調
月
間
』
で
す

　

◆
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
な
く
そ
う
非
行　

地
域
で
育
む
青
少
年
」

　
　
　
　
　
　
　

「
青
少
年　

地
域
で
守
ろ
う　

育
て
よ
う
」

　

〇
町
民
こ
ぞ
っ
て
声
か
け
運
動
（
あ
い
さ
つ
・
か
ん
し
ゃ
・
は
げ
ま
し
）
を
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５
月　

日（
土
）　

歴
史
民
俗
資
料
館
に
て

１２

開
講
式
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
高
校
生
ま
で

含
め
て　

人
が
登
録
し
て
い
ま
す
。
９
年
目

３７

と
な
る
今
年
は
３
人
の
新
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
て

ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

自
己
紹

介
で
は
昨

年
度
よ
り

も
上
手
に

ガ
イ
ド
が

し
た
い
と

い
う
声
が

多
く
出
ま

し
た
。
高

木
館
長
か

ら
、「
観
光
で
み
え
た
方
た
ち
の
立
場
に
な
っ

て
考
え
、
ガ
イ
ド
す
る
と
何
を
話
し
て
い
い

の
か
わ
か
る
よ
う
に
な
る
」
と
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
関
ケ
原
に
興
味
を
も
っ
て
訪

れ
た
人
た
ち
に
、
現
地
に
立
っ
て
も
ら
い
、

遠
い
過
去
の
一
場
面
を
想
像
し
て
も
ら
え
る

よ
う
な
紹
介
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

５
月　

日
（
土
）
今
年
度
の
開
講
式
と
第

１９

〈
青
少
年
ふ
る
さ
と
歴
史
ガ
イ
ド
〉

『
関
ケ
原
を
多
く
の
人
に
紹
介
し
た
い
』

一
回
学

習
会
を

行
い
ま

し
た
。

　

開
講

式
で
は
、

教
育
長

さ
ん
か

ら
「
今

年
も
が

ん
ば
っ

て
く
だ

さ
い
。
手
話
を
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
障
害
者
の
こ
と
を
理
解
で
き
る
子
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
励
ま
し
の
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
学
習
会
で
は
、
対
話
の
い
ろ
い

ろ
な
方
法
と
し
て
の
手
話
の
役
割
や
、
簡
単

な
あ
い
さ
つ
、
さ
ら
に
、
歌
（
ビ
リ
ー
ブ
）

の
手
話
を
指
導
者
の
先
生
か
ら
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

５
月　
２０

日
（
日
）

「
パ
ソ
コ

ン
基
礎
」

講
座
を
開

催
し
ま
し

た
。

　

パ
ソ
コ

ン
を
使
い

始
め
た
ば

か
り
の
人

を
対
象
に
し
た
内
容
で
、
パ
ソ
コ
ン
自
体
の

説
明
か
ら
、
マ
ウ
ス
や
キ
ー
ボ
ー
ド
の
使
い

方
、
文
字
入
力
の
仕
方
ま
で
学
習
し
ま
し
た
。

講
師
の
川
崎
先
生
か
ら
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ

ゆ
っ
く
り
、
て
い
ね
い
に
教
え
て
い
た
だ
き
、

受
講
生
の
方
た
ち
も
パ
ソ
コ
ン
へ
の
抵
抗
が

少
し
ず
つ
な
く
な
っ
て
い
く
よ
う
で
し
た
。

今
年
度
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
に
多
く
の
人
が
参

加
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

６
月
２
日
（
土
）　

今
年
度
の
開
講
式
を
行

い
ま
し
た
。
今
年
は
３
つ
の
小
学
校
か
ら　
５７

名
の
受
講
が
あ
り
ま
し
た
。
開
講
式
の
後
、

近
く
に
あ
る
ハ
リ
ヨ
の
住
む
池
に
行
き
ま
し

た
。
子

ど
も
達

は
、
ハ

リ
ヨ
や

ザ
リ
ガ

ニ
な
ど

の
生
き

も
の
を
、

目
を
輝

か
せ
な

が
ら
観

察
し
て

い
ま
し
た
。
ハ
リ
ヨ
は
と
て
も
き
れ
い
な
水

で
し
か
住
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
４
セ
ン

チ
ほ
ど
の
大
人
の
ハ
リ
ヨ
か
ら
２
セ
ン
チ
く

ら
い
の
子
ど
も
の
ハ
リ
ヨ
ま
で
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
、
順
調
に
生
息
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ヨ
の
隠
れ
家
を
つ
く
り
た
い
と
、
全

員
で
水
草
に
泥
だ
ん
ご
を
付
け
、
池
の
中
に

植
え
付
け
ま
し
た
。
豊
か
な
生
き
も
の
達
が

よ
り
住
み
や
す
い
環
境
に
な
る
よ
う
に
こ
れ

か
ら
も
池
の
世
話
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

６
月
５
日
（
火
）　

垂
井
警
察
署
生
活
安
全

課
よ
り 
平  
沢  
典  
男 
氏
を
招
き
、「
安
全
・
安
心

ひ
ら 
さ
わ 
の
り 
お

な
く
ら
し
の
た
め
の
防
犯
教
室
」
と
題
し
た

お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

空
き
巣
や
車
上
狙
い
な
ど
の
被
害
が
不
破

郡
で
も
増
え
て
い
ま
す
。
ガ
ラ
ス
を
割
ら
れ

な
い
よ
う
に
し
た
り
、
窓
が
外
れ
な
い
よ
う

に
し
た
り
す
る
方
法
を
、
ビ
デ
オ
や
簡
単
な

防
犯
器
具
を
使
っ
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、

高
齢
者
の

被
害
が
増

え
て
い
る

「
振
り
込

め
詐
欺
」

に
つ
い
て

も
ビ
デ
オ

を
使
っ
て

学
習
し
ま

し
た
。
手

口
を
よ
く

知
っ
て
い
る
か
ら
だ
ま
さ
れ
な
い
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
、
巧
み
に
た
た
み
か
け
る
手
法

で
追
い
込
ま
れ
、
振
り
込
ん
で
し
ま
う
そ
う

で
す
。
冷
静
に
対
処
で
き
る
よ
う
電
話
の
近

く
に
注
意
を
促
す
こ
と
ば
な
ど
を
掲
げ
ま

し
ょ
う
。

〈
ふ
れ
愛
関
ケ
原
手
話
サ
ー
ク
ル　

開
講
式
〉

『
話
す
手
段
の
ひ
と
つ
と
し
て
の
手
話
』

〈
パ
ソ
コ
ン
講
座
〉

『
ゆ
っ
く
り
じ
っ
く
り
学
び
ま
し
ょ
う
』

〈
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
せ
き
が
は
ら
〉

『
生
き
も
の
が
住
み
や
す
い
環
境
に
』

〈
成
人
大
学
講
座
〉

『
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
て
も
だ
ま
さ
れ
る
』
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肺がん検診の結果 過去8年間の経過 

受診者数・新規受診者数の推移 
男性 女性 受診率（％） 新規受診者数 

1000 
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人 ％ 

　肺がん検診（胸部レントゲン写真）は全国で行われていますが、日本における肺がんによる死亡数は
上位を占め、年々増加しています。その為、関ケ原町では全国に先駆けてCTを用いた肺がん検診を平
成11年から住民健診者を対象に導入してきました。 
　今回は肺がん検診の8年間の結果についてお話します。 
　肺がん検診を受けられた方は過去8年間でのべ4,805人の方が受診されました。その内、11人に肺
がん（原発性肺癌）が発見されました。肺がんが見つかった傾向として、ほとんどが初回に肺がん検診
を受けられた方であり、又、タバコを吸う方に多く発見されましたが、タバコを吸わない方でも発見さ
れました。肺がんの発見率では0.0023％【全国：0.0005%】と高く、早期の肺がんの割合は72.7
％と早期に発見される率が高くなっています。 

　しかし、この8年間の受診者率は2割～3割
程度であり、残りの7割の方が検診を受けられ
ていない状況であります。又、初回の検診者
が著しく減少しています。つまり、ほとんど
が複数回の受診者となっている状況であります。 
　肺がんは一般に進行が早く、症状が出てか
らでは治療が困難な場合が多くあり、このため、
早期の発見がとても大切です。 
　今まで一度も受けたことのない方こそ、是
非この機会に一度受けてみてください。 

　　　 臨床検査科主任放射線技師　吉田　功 
よし だ　　 いさお 
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、
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が
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143-3201
（健康増進センター） 

健康に関するご相談は、 
保健師・栄養士までどうぞ。 
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離
乳
食
教
室
＆
交
流
会
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乳
児
健
診
と
同
日
に
し
ま
し
た
！

　

難
病
医
療
福
祉
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

備 考対 象 者会 場日 時内 容

母
子
関
係

母子健康手帳
母乳相談のみ予約制です。
（保健師まで）

希望者

保健福祉総合施設
「やすらぎ」

１２日（木）　午前１０時００分～午前１１時００分お子さん何でも相談
母 乳 相 談

母子健康手帳、エプロン希望者１３日（金）午前１０時００分～午後１時００分離 乳 食 教 室

問診票、母子健康手帳
前期：平成１９年２月・３月生れ

１３日（金）午後１時３０分～午後２時３０分乳 児 健 診
後期：平成１８年８月・９月生れ

母子健康手帳、歯科保健ア
ンケート、歯ブラシ、コッ
プ、タオル

平成１７年５月・６月生れ２０日（金）午前１０時００分～午前１１時３０分２ 歳 児 歯 科 相 談

母子健康手帳
ＢＣＧ：生後３か月～生後６か月未満児
３種混合：生後３か月～生後９０か月未満児

２３日（月）　Ｂ Ｃ Ｇ：午後１時３０分～午後１時４５分
　　　　　３種混合：午後２時００分～午後２時３０分

B C G ・ 3種混合
予 防 接 種

運動のできる服装、水分
（お茶・水等）、手作り手帳２歳児（未就園児）とその保護者等２４日（火）午前９時３０分～午前１１時３０分キ ッ ズ ビ ク ス

①②１８歳以上希望者
③④４０歳以上希望者
⑤５０歳以上希望者（男性）

申込者保健福祉総合施設
「やすらぎ」

２日（月）、３日（火）、９日（月）、１０日（火）
①②③⑤午後１時３０分～午後２時３０分
④肺がん検診は午後１時００分～午後２時００分

①成 人 基 本 健 診
②歯 科 検 診
③大 腸 が ん 検 診
④肺 が ん 検 診
⑤前立腺がん検診

成
人
関
係

運動のできる服装、靴、水分
（お茶・水等）・バスタオル

４日（水）午前９時３０分～午前１２時００分１８日（水）貯 筋 教 室

運動のできる服装、靴、水分
（お茶・水等）・バスタオル

４日（水）午後１時００分～午後３時３０分１８日（水）血液さらさら教室

寄せ植え講座１２日（木）午後１時３０分～午後３時３０分
右 脳 活 性 化 教 室

音楽療法１９日（木）午前１０時００分～午前１１時３０分
運動のできる服装、水分（お
茶・水等）・バスタオル

６日（金）午後１時００分～午後３時３０分２０日（金）ヨ ー ガ 教 室

運動のできる服装、靴、水分
（お茶・水等）・バスタオル

１１日（水）午前９時３０分～午前１２時００分２５日（水）シルバービクス教室

運動のできる服装、靴、水分
（お茶・水等）・バスタオル

１１日（水）午後１時００分～午後３時３０分２５日（水）本気で３㎏スリム教室

エプロン・三角巾・
めがね（必要な方）６日（金）午前９時３０分～午後１時００分栄 養 教 室

胃がん検診：４０歳以上の希望者負担金７００円
骨密度検診：３０～７０歳の女性希望者負担金５００円

２６日（木）、２７日（金）、３０日（月）、３１日（火）
（骨密度は２６日（木）、３０日（月））
午前８時００分～午前１０時００分

胃がん検診・骨密度検診
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　成人基本健診が6月から始まっています。生活習慣病を予防したり、早期発見・重症化予防に健（検）診は
大切なものです。年に1度は健康診査を受けて健康度を確かめましょう。7月からは集団検診車による胃が
ん検診を始めます。また胃がん検診実施に合わせて30～70歳の女性の方には骨密度検診を受けて頂く
こともできます。8月には、乳がん・子宮がん検診を集団検診車にて行います。 
　事前に申し込みを頂いた方には順次検診のご案内をしますので、お忘れの無いよう受診ください。また、
申し込みをされていない方で検診を希望される場合は、健康増進センターへお問い合わせください。 

℡43－3201　保健師まで 

胃がん検診・骨密度検診（集団検診車） 

①子宮がん②乳がん検診（集団検診車） 

★胃がん検診は、検診前日の午後9時以降は絶飲食してください。 
実施場所　「やすらぎ」2階健康増進センター 
受付時間　午前8時～午前10時 

実施場所「やすらぎ」2階健康増進センター 
受付時間　①午後1時30分～午後2時30分　②午後2時～午後3時 

実 施 日  
●７月26日（木） 
　７月27日（金） 
●７月30日（月） 
　７月31日（火） 

実 施 日  
●８月３日（金） 
　８月６日（月） 
　８月７日（火） 

備　　　　考 

胃がん検診：40歳以上の希望者 
　　　　　　バリウムによる胃透視 
骨密度検診：30歳以上70歳までの女性で希望者 
骨密度検診は●の日の3日間のみです 

実 施 日  
８月６日（月） 
８月９日（木） 

実 施 日  
８月23日（木） 
８月24日（金） 

備　　　　考 

①子宮がん：20歳以上の希望者 
②乳 が ん：40歳以上の希望者 

GGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGG

土金木水火月診療科名等

森島瀬古瀬古斎藤一診

内 科

瀬古斎藤桐井安藤瀬古安藤二診

桐井安藤  桐井 三診

森島森島斎藤五診

安藤 森島桐井斎藤瀬古初診

安藤森島斎藤・森島（女性外来） 午後

松尾浦野宮宮浦野宮一診

外 科 宮／浦野小森浦野／松尾松尾松尾／宮浦野／松尾三診・処置

検査・手術等手術等手術等病棟回診・手術等午後

安藤毎週土曜日（午前）外科・二診脳神経外科

毎週月曜日（午前）※月曜日が祭日の場合は火曜日　林外科・二診皮 膚 科

徳永徳永徳永徳永徳永徳永午前
泌 尿 器 科

手術・検査検査手術・検査手術・検査午後

久島楊楊久島楊久島一診

整 形 外 科 久島久島久島二診

手術等手術等手術等手術等午後

大西大西大西午前小 児 科

小國堀堀堀堀午前
眼 科

手術等午後

　１・２　林　
３・４・５　横山安藤午前耳鼻いんこう科

佐木佐木佐木佐木佐木佐木午前
歯 科

病棟往診・手術佐木佐木佐木午後

※担当医等は都合により変更となる場合があります。　　　※耳鼻いんこう科、土曜日の１～５はその週を表しています。
※小児科の平日（午後）・土曜日の診療は内科で行います。
※歯科へ午後、予約外受診される場合は、電話にて確認をお願いします。（手術・健診などにより午後休診になる場合があります。）
※透析患者さんの回診等のため、泌尿器科の診察は９時３０分開始となります。
※女性外来は、午後２：００～４：００健診室にて診察を行います。（完全予約制）　
◎急患の場合は、随時診察を行います。（℡４３－１１２２）

●国保　関ケ原病院の外来診察と担当医師（平成19年7月）
※内科　安藤医師の紹介は
来月号に掲載します。
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エコミュージアム関ケ原今月のイベント 
イベント参加希望の方は 
電話にてお申込みください 

ギャラリー使用料無料 

　 
エコミュージアム関ケ原 
（電話43-5724）まで 

問い合わせ先 

観察会
ナイトいきものウォッチング

～ムササビ・アオバズクを見よう！～
日　　時　7月7日（土）午後6時～午後8時（雨天中止）
集合場所　エコミュージアム関ケ原
（午後5時50分までに集合、各自の車で観察地へ移動）
観察場所　未定（出現状況により決定。後日連絡）
観察案内　 梶  浦  敬  一 さん（自然観察指導員）

かじ うら けい いち

定　　員　20名　親子で参加ください。（大人のみでも可）
参　加　費　無料
持　ち　物　ライトなど　※双眼鏡は無料貸出いたします。
服　装　等　動きやすく汚れてもいい服装で
内　　容　夜行性のムササビ・アオバズク（フクロウ

の仲間）などを観察します。
カブトムシ・クワガタ飼育講座

～上手な飼い方教えます！～
日　　時　7月22日（日）午前10時～午前12時
場　　所　エコミュージアム関ケ原
講　　師　 藤  井  忠  夫 さん（クワガタ研究家）

ふじ い ただ お

定　　員　20名
材　料　費　500円
持　ち　物　空の飼育ケース中型（縦２０㎝ ×横３０㎝ ×奥

２０㎝）、クワガタ・カブトムシなど
内　　容　国産カブトムシ・クワガタの上手な飼い方、

増やし方を学びます。
川で遊ぼう～楽しく水遊び～
日　　時　7月28日（土）午前9時～午前11時
　　　　　（雨天や増水の場合中止）
集合場所　上石津地域事務所（午前8時50分までに集合）
　　　　　※各自の車で観察地へ移動
観察場所　牧田川（上石津町宮周辺）
観察案内　 川  地  辰  美 （当館自然解説員）

かわ ち たつ み

定　　員　30名　親子で参加ください
参　加　費　無料
持　ち　物　帽子、タモ、バケツ、軍手など
服　装　等　濡れてもよい服装、水着、運動靴（濡れて

もよい古い運動靴）
内　　容　いろんな水遊びを行います。
里山観察会～東海自然歩道を歩こう！～
日　　時　毎月第3木曜日　午前9時～午後2時
集合場所　詳細はエコミュージアム関ケ原までお問い

合わせください。
観察場所　東海自然歩道
観察案内　 川  地  辰  美 （当館自然解説員）

かわ ち たつ み

定　　員　15名　西濃在住の方
参　加　費　無料
服　　装　ハイキングができる格好で！帽子
持　ち　物　お弁当、＊双眼鏡、＊ルーペ、雨具

＊お持ちの方はご持参ください
内　　容　東海自然歩道を散策しながら、自然の見方、

遊び方を学びます。

夏休み体験教室
木工教室～木の時計を作ろう！～
日　　時　8月4日（土）午前10時～午前12時
場　　所　エコミュージアム関ケ原
講　　師　 黒  川  大  輔 さん（垂井町）

くろ かわ だい すけ

定　　員　15名
材　料　費　1,000円
持　ち　物　なし
内　　容　味わいのある木の時計を作ります。
昆虫標本作り教室～身近な虫を標本にしよう！～
日　　時　8月5日（日）午前10時～午前12時
場　　所　エコミュージアム関ケ原
講　　師　 安  田  欣  輝 さん（クワガタ研究家）

やす だ よし てる

　　　　　 藤  井  忠  夫 さん（クワガタ研究家）
ふじ い ただ お

定　　員　20名
材　料　費　500円（カブトムシ・クワガタ各一匹含）
持　ち　物　発泡スチロールトレー（約20㎝×10㎝ぐ

らいの大きさ）2枚、あれば和裁用まち針
（50本ぐらい）

内　　容　カブトムシ・クワガタの標本を作ります。
勾玉作り教室～素敵なマガタマを作ろう！～
日　　時　8月9日（木）午前10時～午前12時
場　　所　エコミュージアム関ケ原
講　　師　 尾  藤  嘉  洋 さん（くまひげ先生・笠松町）

び とう よし ひろ

定　　員　20名
材　料　費　600円
持　ち　物　なし
内　　容　きれいなマガタマを作ります。
紙ひも細工教室～紙ひもの虫と虫かごを作ろう～
日　　時　8月11日（土）午前10時～午前12時
場　　所　エコミュージアム関ケ原
講　　師　西美濃工房会
定　　員　20名
材　料　費　300円
持　ち　物　ハサミ
内　　容　紙ひもを使って虫と虫かごを作ります。
ギャラリー
写真展～琵琶湖の彩景～
出　　展　 柏 　 昌  孝 さん（関ケ原町）

かしわ まさ たか

期　　間　7月3日（火）～7月29日（日）
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自衛官募集案内 平成19年度 

不破消防組合職員採用試験〔大学卒業程度（A）
高校卒業程度（B）〕を実施します。
採用予定　２名  （平成２０年４月１日採用）
受験資格
　　　不破消防組合管内在住者及び近郊在住者
　　　平成２０年４月１日現在、満２５歳未満の方
　　　高等学校卒業以上（来春卒業見込者含む）
受付期間
　　　７月９日（月）～７月３１日（火）必着
試験日（１次）
　　　９月１５日（土）午前８時３０分～受付
会　場　不破消防組合消防本部
試験内容
　第１次試験　教養試験　作文試験　体力測定
　第２次試験 （１０月上旬頃実施予定）面接試験
申込・照会先
　　　不破郡垂井町２４６６番地の２
　　　不破消防組合消防本部総務課
　　　℡　２３－２０３０ 内線２１番
※受験申込書類　消防本部総務課にあります。
詳細については消防本部総務課で配布する職員
募集要項で確認して下さい。

待遇・その他試 験 期 日受付期間資　　格募集予定人員募集種目

入隊後約6年で
3等海・空尉

1次：9月22日
2次：10月13日～18日
3次：11月11日～
　　　　　　　12月7日

8月1日～　
　　9月7日

高卒（見込含む。）
21歳未満の者

海　約70名
空　約70名
女子（上記内若干名）

航空学生
（パイロット

養成制度）

入隊後2年9月
経過以降選考に
より3等陸・海・
空曹

1次：9月17日
2次：10月5日～12日

18歳以上
27歳未満の者

参考（18年度）
陸　約4,150名
（うち女子約155名）
海　約1,140名
（うち女子約75名）
空　約1,000名
（うち女子約105名）

一般曹候補生

陸上は2年、海
上・航空は3年
を1任期として
任用（以降は2
年を1任期）

受付時にお知らせします。年間を通じ
行っています。

陸・海・空合計
男子　約7，760名

2等陸・海・空士
（任期制隊員） 受付時にお知らせします。地方協力本部

に問い合わせ
8月採用
海 女子 約50名

9月24・25日8月1日～　
　9月7日

陸・海・空合計
女子 約730名

※平成20年3月高等学校等卒業予定者の受付は、文部科学・厚生労働両省から示された期日以降となります。
※詳しいお問い合わせは、大垣市林町5－18　光和ビル2F「自衛隊岐阜地方協力本部　大垣地域事務所」まで。
　TEL　0584（73）1150　　URL　http://www.mod.go.jp/pco/gifu/
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　西南濃粗大廃棄物処理組合では、平成19年度

中途採用の技能労務職員を募集します。

採用予定人員　若干名
受 験 資 格　昭和57年4月2日以降に生まれた

方で高校卒業以上の学歴を有す

る方

申込書の交付・受付
　　　　　　　西南濃粗大廃棄物処理センター

　　　　　　　〒503－1277

　　　　　　　養老町有尾字下池456－235

申込受付期間　７月９日（月）～７月２０日（金）
採用試験日　８月１２日（日）
採用年月日　１０月１日（月）

　職員の給与は養老町職員の給与に関する条例

に準じて支給します。

問い合わせ先　西南濃粗大廃棄物処理センター
　　　　　　　℡　37－2103
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〇
歴
史
民
俗
資
料
館
入
館
者
数

　

５
月　
　
　
　

４
、
１
０
６
人

〇
関
ケ
原
史
跡
ガ
イ
ド

（
現
地
）
案
内
実
績

　

５
月　

日
本
商
業
教
育
学
会
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

団
体

１１

〇
企
画
展

　
「
武
具
と
皮
革
」
開
催
中

〇
ご
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。（
平
成　

年
度
分
）

１８

・
拍
子
木　

一
対　

浅
野　

肇
様

・
関
ケ
原
合
戦
絵
巻

　
　
　
　
　

一
巻　

角
田
孝
子
様

・
戦
中
防
火
用
水
漕

　
　
　
　
　

一
基　

中
川
寿
一
様

・
大
八
車
輪　

一
対

・
石
臼　
　
　

一
基

・
背
板　
　
　

一
枚

・
や
す　
　
　

一
筋

　
　
　
　
　
　
　
　

古
山
幸
男
様

・
地
所
売
渡
証
書

　
　
　

一
三
〇
通　

島
田　

清
様

１．採用予定人員

　・一般行政職　　　若干名

　・保育士　　　　　若干名

　　　（保育士資格及び幼稚園教諭免許状を有する

方又は取得見込みの方）

２．試験区分及び試験資格

　　　次の年齢要件以内で、学校教育法に基づく大

学又は短大（これと同等以上の学歴を含む）を卒

業又は平成２０年３月３１日までに卒業見込みの方

　・大学卒業又は卒業見込み

　　　昭和５５年４月２日から昭和６１年４月１日まで

に生まれた方

　・短大卒業又は卒業見込み

　　　昭和５７年４月２日から昭和６３年４月１日まで

に生まれた方　

　　　その他、次の各号の一つに該当する者は受験

できません。

　　①　日本国籍を有しない者

　　②　成年被後見人又は被保佐人（準禁治産者を

含む）

　　③　禁固刑以上の刑に処せられ、その執行を終

わるまで又は執行を受けることがなくなるま

での者

　　④　関ケ原町内において懲戒免職処分を受け、

当該処分の日から２年を経過しない者

　　⑤　日本国憲法施行の日以降において、日本国

憲法又はこの下に成立した政府を暴力で破壊

することを主張する政党その他の団体を結成

し又はこれに加入した者

３．受験手続

　　　関ケ原町役場　総務課に備え付けの申し込み

用紙に必要事項を記入して提出してください。

　　　申し込み用紙の郵送を希望する場合は、封筒

の表に「職員採用申込書請求」と朱書きし、１２０

円切手を貼った宛先明記の角２号（Ａ４）の返

信用封筒を必ず同封してください。なお、申込

用紙を郵送する場合は、書留又は簡易郵便にし

てください。

４．受付期間

　　　平成１９年７月５日（木）から平成１９年７月２５

日（水）まで（郵送の場合は７月２５日までの消

印のあるものに限り有効）

５．第１次試験

　　　岐阜県町村会に委託し行う町村職員統一試験

により、公務員として必要な一般的知能及び知

識について、択一式による筆記試験を下記日程

で実施します。

６．第２次試験

　　　平成１９年１０月下旬～１１月下旬に関ケ原町役場

において作文試験及び面接を行います。

７．問い合わせ・申し込み先

　　関ケ原町役場　総務課　庶務係

　　〒５０３－１５９２

　　岐阜県不破郡関ケ原町大字関ケ原３２１０番地の１

　　　　　　　　　℡　０５８４－４３－１１１０

※役場庁舎が７月１７日（火）に移転いたしますので

ご注意願います。（移転後の役場住所は本誌２頁を

ご覧ください。）

平成１９年９月１６日（日）試験日

午前８時４０分～　受付開始
午前９時１０分～午前９時３０分

教養試験の説明等
午前９時３０分～午前１１時３０分

教養試験
午前１１時３５分～午前１１時５０分

事務適性検査の説明等
午前１１時５０分～午前１２時００分

事務適性検査

試験の日程

岐阜県立大垣北高等学校
（大垣市中川町４－１１０－１）

試験会場

関ケ原町では、平成２０年４月採用予定の職員の採用試験を次のとおり実施いたします。
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現
在
、
親
子
甲
冑
制
作
教
室
は
お

仕
事
を
お
持
ち
の
方
６
名
ほ
ど
に
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

参
加
希
望
者
数
や
制
作
内
容
の
多
様

化
に
よ
り
参
加
者
の
方
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
今
ま
で
に
甲
冑
制

作
を
さ
れ
ま
し
た
方
な
ど
甲
冑
制
作

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

教
室
に
１
〜
２
回
指
導
に
来
て
い

た
だ
け
る
だ
け
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
以
前
に
制
作
さ
れ
ま
し
た

方
で
、
甲
冑
を
ご
寄
付
い
た
だ
け
る

方
が
あ
り
ま
し
た
ら
合
わ
せ
て
ご
連

絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
先

役
場　

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

℡　

４
３
―
１
２
８
８

●お問い合わせ先● 

●役　場 
●中央公民館 
●ふれあいセンター 
 
 

43-1111（代） 
43-1288 
43-2233 
 

　

大
垣
社
会
保
険
事
務
所
の
年
金
専

門
官
が
、
皆
さ
ん
の
年
金
に
関
す
る

疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

日
時　

７
月　

日
（
水
）

１８

　

午
後
１
時　

分
〜
午
後
６
時
ま
で

３０

場
所　

中
央
公
民
館
１
階
談
話
室

※
国
民
年
金
の
保
険
料
に
未
納
期
間

が
あ
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場　

住
民
課　

℡　

４
３
―
１
１
１
３

受
講
対
象
者

　

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る　

歳
前

６０

半
層
の
方

募
集
定
員　
　

名
３０

　
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
抽
選
も
れ
の
方
へ
の
連
絡
は
い
た

し
ま
せ
ん
。
電
話
で
の
お
問
い
合
わ

せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日

　

７
月　

日
（
水
）
必
着

２５

講
習
期
間

　

８
月　

日
（
火
）
〜

２１
　

月
９
日
（
金
）
ま
で

１１

講
習
参
加
費　

無
料

講
習
会
場　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

募
集
要
項

　

役
場
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
大
垣
の
窓
口
に
あ
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

社
団
法
人

　

関
ケ
原
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡　

４
３
―
５
２
１
９

　

平
成　

年
４
月
２
日
現
在
、
年
利

１９

２
・
６
２
％
。
勤
労
者
の
生
活
応
援

ロ
ー
ン
で
す
。
ろ
う
き
ん
は
働
く
仲

間
が
創
っ
た
総
合
福
祉
金
融
機
関
で
す
。

詳
細
等
問
い
合
わ
せ
先

　

東
海
ろ
う
き
ん　

垂
井
支
店

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

０
１
２
０
―
６
０
―
８
６
２
７ 

　

確
定
申
告
は
終
わ
っ
た
ば
か
り
。

も
う
？
と
お
思
い
の
方
。
早
く
な
い

で
す
よ
、
思
い
出
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
確
定
申
告
の
農
業
収
支
で
必
要

だ
っ
た
書
類
の
数
々
。
特
に
領
収
書
。

種
、
苗
代
、
肥
料
、
農
薬
、
農
業
資

材
等
。
ち
ゃ
ん
と
全
部
残
し
て
い
ま

し
た
か
？
草
刈
り
機
や
軽
ト
ラ
ッ
ク

の
燃
料
代
も
帳
面
に
つ
け
て
い
ま
し

た
か
？
申
告
前
に
１
年
分
を
思
い
出

す
の
は
大
変
で
す
。
今
か
ら
農
業
日

誌
な
ど
を
作
っ
て
、
年
末
に
困
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
今

年
農
業
機
械
や
軽
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
を

購
入
し
た
方
、
す
る
予
定
の
方
は
、

代
金
の
わ
か
る
契
約
書
な
ど
も
残
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
ね
。
機
械
な
ど

は
、
減
価
償
却
分
を
経
費
と
し
て
収

入
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場　

税
務
課

℡　

４
３
―
３
０
５
１

 

親
子
甲
冑
制
作
教
室

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
員
募
集

『
介
護
員
養
成
研
修
２
級
課
程
』

受
講
者
募
集

年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

低
利
で
安
心
・
安
全
・
健
全

関
ケ
原
町
勤
労
者
生
活
融
資

絵
手
紙
教
室（
ハ
ガ
キ
と
ケ
シ
ゴ
ム
印
）

日　

時　

７
月　

日
（
水
）

２５

　
　
　
　

午
前
９
時　

分
〜

３０

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前　

時　

分

１１

３０

会　

場　

働
く
婦
人
の
家　
図
書
室

定　

員　

小
学
生　

名
２０

（
親
・
祖
父
母
の
方
参
加
大
歓
迎
）

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

習
字
道
具

　
　
　
　

彫
刻
刀
（
高
学
年
の
み
）

親
子
お
菓
子
づ
く
り
教
室

（
ク
ッ
キ
ー
と
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
）

日　

時　

７
月　

日
（
火
）

３１

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
前　

時
１２

会　

場　

働
く
婦
人
の
家　
調
理
室

定　

員　

幼
稚
園
・
小
学
生
１
・
２

　
　
　
　

年
親
子　

組
１０

参
加
費　

１
人
３
０
０
円

持
ち
物　

三
角
巾
・
エ
プ
ロ
ン

親
子
料
理
教
室

（
頭
が
良
く
な
る
朝
ご
は
ん
）

日　

時　

８
月　

日
（
金
）

１０

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
前　

時
１２

会　

場　

働
く
婦
人
の
家　
調
理
室

定　

員　

小
学
生
の
家
族　

名
３０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
人
３
０
０
円

持
ち
物　

三
角
巾
・
エ
プ
ロ
ン

※
す
べ
て
７
月　

日（
金
）ま
で
に
働

２０

く
婦
人
の
家
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

働
く
婦
人
の
家℡　

４
３
―
２
６
６
６

日
時　

７
月　

日
（
火
）

１７

　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

会
場　

関
ケ
原
町
中
央
公
民
館

テ
ー
マ　

温
故
知
新
シ
リ
ー
ズ（
そ
の
６
）

　
　
　

膽
吹
山
と
�
千
の
風
�

　

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
伊

吹
山
の
内
容
と
�
千
の
風
に

な
っ
て
�
の
歌
に
か
か
わ
る
こ

と
な
ど
。
興
味
深
い
学
習
と
な

れ
ば
…
。
伊
吹
登
山
に
利
用
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

�
農
業
収
支
�準
備
Ｏ
Ｋ
？

働
く
婦
人
の
家

夏
休
み
企
画
！

（
庁
舎
移
転
後　

℡　

４
３
―
１
２
８
９
）
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※
詳
し
く
は
放
送
大
学
岐
阜
学
習
セ

ン
タ
ー
ま
で

℡
０
５
８
―
２
７
３
―
９
６
１
４

http://w
w
w
.u- air.ac.jp

　

７
月　

日
（
日
）
は
参
議
院
議
員

２９

通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
あ
な
た

の
大
切
な
権
利
を
無
駄
に
し
な
い
よ

う
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

告
示
日

　

７
月　

日
（
木
）

１２

投
票
日

　

７
月　

日
（
日
）

２９

　

投
票
は
、
町
内
８
カ
所
の
投
票
所

に
お
い
て
午
前
７
時
よ
り
午
後
８
時

ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

期
日
前
投
票
及
び
不
在
者
投
票

　

仕
事
の
都
合
や
旅
行
な
ど
で
投
票

日
に
投
票
で
き
な
い
方
は
、
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。

・
期
間　

　

７
月　

日（
金
）〜
７
月　

日（
土
）

１３

２８

・
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
８
時

３０

・
場
所　

関
ケ
原
町
役
場
町
民
ホ
ー
ル

※
投
票
所
入
場
券
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。（
未
着
の
時
は
受
付
で
そ
の
旨

お
申
し
出
く
だ
さ
い
） 

7
ＯＣＴ情報交差点

◇火～金曜日　午後8時～　他
OCT放送エリア内のニュースや出来事を一週間
まとめて放送。
また、地元ならではの情報など盛りだくさんでお
伝えします。
　　3日～　イベント情報
　10日～　グルメ情報
　17日～　日帰りバスツアー紹介
　
ぷらっと

◇水曜日　正午～／午後6時～　他
リポーターが偶然出会った人と話し込んだり、
ちょっと気になるものを突撃取材します。

　

町
で
は
、
毎
年
固
定
資
産
税
に
係

る
現
況
調
査
を
町
内
全
域
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
で
は
、
建
物

の
新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し
等
の
有

無
、
土
地
の
現
況
地
目
変
更
の
確
認

を
行
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

調
査
員
（
担
当
職
員
）
が
敷
地
内
に

立
ち
入
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
お

話
を
お
伺
い
し
た
り
し
ま
す
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
家
屋
を
取
り
壊
さ
れ
た
場

合
は
、
現
況
調
査
で
把
握
し
き
れ
ず

翌
年
も
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
お
早
め

に
「
家
屋
滅
失
届
」
を
記
入
・
押
印

の
上
、
ご
提
出
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

役
場　

税
務
課

℡　

４
３
―
３
０
５
１

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
を

利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大

学
で
す
。
大
学
や
大
学
院
の
授
業
科

目
を
１
科
目
か
ら
気
軽
に
学
べ
ま
す
。

平
成　

年
度
第
２
学
期
生
（　

月
入

１９

１０

学
）
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
い
資
料

を
無
料
進
呈
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
出
願
期
間
」

　

６
月　

日（
金
）〜
８
月　

日（
水
）

１５

１５

�
固
定
資
産
税
�

現
況
調
査
に
ご
協
力
を
！

暑
く
な
る
と
プ
ー
ル
や
水
辺
な
ど

へ
泳
ぎ
に
行
っ
た
り
す
る
機
会
が
多

く
な
り
ま
す
。
水
難
事
故
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

①
子
供
だ
け
で
水
辺
で
遊
ば
せ
な
い
。

②
体
調
が
悪
い
と
き
や
、
お
酒
を
飲

ん
だ
時
は
泳
が
な
い
。

③
天
候
が
悪
化
し
た
と
き
は
泳
が
な
い
。

④
水
泳
を
す
る
前
に
は
、
準
備
体
操

を
す
る
と
と
も
に
、
定
期
的
に
休
憩

を
と
る
。

⑤
危
険
と
思
わ
れ
る
場
所
や
、
遊
泳

禁
止
区
域
で
は
泳
が
な
い
。

⑥
一
人
だ
け
で
泳
が
な
い
よ
う
に
す
る
。

　

夏
の
夜
の
楽
し
み
�
花
火
�
を
す

る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
災
害
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
必
ず
次
の
こ
と
に
注

意
し
、
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

①
風
の
強
い
日
に
は
花
火
を
し
な
い
。

②
注
意
書
き
を
必
ず
読
む
。

③
花
火
は
安
全
な
場
所
で
管
理
す
る
。

④
燃
え
や
す
い
も
の
が
な
い
広
く
て

安
全
な
場
所
で
遊
ぶ
。

⑤
子
供
だ
け
で
絶
対
に
花
火
を
さ
せ
な
い
。

⑥
水
バ
ケ
ツ
な
ど
を
必
ず
用
意
す
る
。

火
災
、
事
故
の
な
い
楽
し
い
夏
を
す

ご
し
ま
し
ょ
う
！ 

関ケ原 
病院 

　この６月より関ケ原病院
外科に赴任いたしました松
尾と申します。
　専門は消化器外科ですが、外傷など含めた外
科全般的な医療を行うべく邁進していく所存で
あります。
　関ケ原に家族とともに引っ越してまいりまし
たが、戸惑う中、初日からこの地の周囲の方々
からたくさんの温かいご支援をいただき大変感
激いたしました。
　今後は地域に根ざし皆様と信頼関係を構築で
きるように頑張りたいと思っておりますので、
よろしくお願い申し上げます。

外科　副部長

 松  尾 　 篤 
まつ お 　あつし

放
送
大
学
で
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
？

水
難
事
故
の
防
止

花
火
に
よ
る
火
災
の
防
止

　

第　

回
２１

　
　

参
議
院
議
員

通
常
選
挙　



平成１９年７月１日 18 第516号

問い合わせ先　大垣社会保険事務所　℡ 78―5166

国民年金保険料免除制度について 
　国民年金制度は、20歳以上60歳未満の全ての方が加入する制度です。老後の老齢基礎年金
のほか、万が一のときの障害基礎年金や遺族基礎年金が受け取れる制度です。国民年金の保険
料は14,100円（平成19年度）ですが、経済的な理由等で保険料の納付が困難な場合は、申
請手続きをしていただくことにより、保険料の納付が全額免除又は一部納付（一部免除）の制
度があり、将来受給する老齢基礎年金の年金額としても計算されます。また、万が一のときの
障害基礎年金や遺族基礎年金を受ける場合の受給資格にも含まれるため安心です。
〇保険料の免除制度は次のとおり
　『全 額 免 除』　→　保険料の全額が免除 　→年金額3分の1
　『4分の3免除』　→　保険料額　3,530円　→年金額2分の1
　『2分の1免除』　→　保険料額　7,050円　→年金額3分の2
　『4分の1免除』　→　保険料額 10,580円　→年金額6分の5
　これらの制度をご利用いただく場合は、ご本人、配偶者、世帯主の前年所得が、それぞれ一
定の基準額以下であることが条件です。ただし、一部納付制度は、納付すべき一部保険料額を
納付されなかった場合は、一部免除が無効となり、老齢・障害・遺族の基礎年金の受給資格期
間には含まれず、老齢基礎年金の年金額としても計算されないため、必ず一部保険料額を納付
していただく必要があります。
このほか『若年者納付猶予制度』　→30歳未満の方の保険料納付が猶予（所得審査あり）
　　　　『学生納付特例制度』→学生の方の保険料納付が猶予（所得審査あり）
　　　　『法　 定　 免　 除』→障害年金や生活保護法の生活扶助を受給している方は保険

料が免除される制度などもありますので、詳しくは国民年
金担当窓口又は社会保険事務所へお問い合わせください。

〇免除された保険料等の追納について
　免除又は猶予された保険料については、将来受け取る年金額が少なくならないよう、10年以
内に納付することができます。この場合、免除として承認された期間の属する年度から起算し
て3年度目以降に納付する場合は、経過した年数に応じて、免除が承認された当時の保険料の
額に一定の加算額が加わりますのでご注意ください。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

法
務
省
が
主
唱
す
る
も
の
で
、
す
べ

て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

本
年
も
「
犯
罪
・
非
行
の
防
止
と

更
生
の
援
助
の
た
め
、
地
域
住
民
の

理
解
と
参
加
を
求
め
る
」
を
重
点
目

標
に
、「
ふ
れ
あ
い
と
対
話
が
築
く
明

る
い
社
会
」
を
目
指
し
、
７
月
を

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
強
調

月
間
と
し
て
、
全
国
で
様
々
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

犯
罪
や
非
行
が
生
ま
れ
る
の
は
地

域
社
会
で
あ
り
、
ま
た
罪
を
犯
し
た

人
や
非
行
を
し
た
少
年
の
更
生
を
促

す
場
も
地
域
社
会
に
ほ
か
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
更
生
を
実
効
あ
る
も
の
と

す
る
た
め
に
は
、
本
人
の
意
欲
と
併

せ
、
本
人
を
取
り
巻
く
地
域
社
会
の

理
解
と
参
加
が
不
可
欠
で
す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
出
来
る
こ

と
を
一
歩
一
歩
積
み
重
ね
、
希
薄
と

な
っ
た
地
域
の
連
帯
や
家
族
の
絆
を

取
り
戻
し
、
夢
や
希
望
を
持
っ
て
互

い
に
支
え
合
い
、
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
明
る
い
地
域
を
つ
く
る
こ

と
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

不
破
実
施
委
員
会

不
破
保
護
区
保
護
司
会

不
破
地
区
更
生
保
護
女
性
会

不
破
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会

　

現
在
、
輸
血
に
必
要
な
血
液
は
、

す
べ
て
献
血
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
て

い
ま
す
。
輸
血
を
必
要
と
す
る
世
代

（
高
齢
層
）
が
増
加
す
る
一
方
で
、

献
血
す
る
世
代
（
若
年
層
）
が
減
少

す
る
状
況
を
考
え
る
と
、
輸
血
用
血

液
の
不
足
が
深
刻
化
す
る
事
態
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
現
在
岐
阜
県
下
に
お
い
て

も
血
液
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
参
加
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第　

回
『
社
会
を
明
る
く

５７
す
る
運
動
』に
つ
い
て

『
愛
の
献
血
助
け
合
い
運
動
』

７
月
１
日
〜
７
月　

日
３１
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最
近
の
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
の
急
増

等
を
踏
ま
え
、
消
防
法
及
び
不
破
消
防
組
合

火
災
予
防
条
例
が
改
正
さ
れ
、
一
般
の
戸
建

住
宅
等
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

設
置
場
所

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
り
付
け
場
所
は

寝
室
で
す
。
2
階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
は
階

段
に
も
取
り
付
け
ま
す
。（
2
階
建
で
、寝
室

が
1
階
だ
け
な
ら
ば
階
段
、
廊
下
等
に
取
り

付
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。） 

注
意
事
項

　

日
本
消
防
検
定
協
会
の
「
鑑
定
マ
ー
ク
」

の
付
い
た
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　

悪
質
な
訪
問
販
売
に
は
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
！

　

悪
質
訪
問
業
者
に
よ
る
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
訪
問
販
売
ト
ラ
ブ
ル
が
急
増
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
業
者
は
、
高
齢
の
方
や
一

人
暮
ら
し
の
方
を
狙
っ
て
、
巧
妙
で
強
引
な

手
口
で
購
入
を
斡
旋
し
高
額
な
料
金
を
請
求

し
ま
す
。（
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
価
格
は
、

1
個
あ
た
り
5
、0
0
0
〜
9
、0
0
0
円
く

ら
い
が
中
心
で
す
）

　

特
に
一
般
住
宅
へ
の
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

を
理
由
に
悪
質
な
販
売
を
す
る
業
者
に
よ
る

ト
ラ
ブ
ル
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

不
破
消
防
組
合　

西
消
防
署　

予
防
係

℡　

4
3
―
0
1
1
9

（寝室が1、2階に1室のみの場合）

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う 

既
存
住
宅
は
平
成
23
年
5
月
31
日
ま
で
に
設
置
（
経
過
措
置
）

居 室 寝 室

寝 室 台 所
廊
下

　　　住宅用火災警報器を示す

ふ
れ
あ
い
子
ど
も
祭
り

「
名
探
偵
コ
ナ
ン�
紺
碧
の
棺
�」上
映

開　
催　
日　

７
月　

日
（
土
）

２８

会　
　

場　

関
ケ
原
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
つ
ど
い
映
画
会

上
映
時
間　

　
　

①
午
前　

時　

分
〜

１０

３０

　
　

②
午
後
２
時　

分
〜

００

料　
　

金　

　
　

小
人
・
大
人
共
通
（
３
才
以
上
）

　
　
　
　
　

前
売
券　

５
０
０
円

　
　
　
　
　

当
日
券　

７
０
０
円

前
売
券
取
扱
所

　
　

関
ケ
原
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　

関
ケ
原
町
中
央
公
民
館

前
売
券
発
売
日　

７
月
３
日
（
火
）

※
ち
び
っ
こ
縁
日
も
あ
り
ま
す

　

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
・
風
船
ヨ
ー
ヨ
ー
・
射

的
・
わ
な
げ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

　
　

関
ケ
原
町
青
年
の
つ
ど
い
協
議
会
事
務
局

℡
４
３
―
１
２
８
８（
庁
舎
移
転
前
）

℡
４
３
―
１
２
８
９（
庁
舎
移
転
後
）

第
８
回
夏
休
み
親
子
税
金
探
偵
団

団
員
募
集
！

　
（
社
）
大
垣
法
人
会
青
年
部
会
で
は
、
国
や

地
域
で
税
金
が
ど
の
よ
う
に
徴
収
さ
れ
、
活

用
さ
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

夏
休
み
親
子
税
金
探
偵
団
を
企
画
し
、
そ
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日　
　

時　

８
月　

日
（
火
）

２１

　
　
　
　
　

午
前
８
時
集
合

　
　
　
　
　

午
後
５
時　

分
解
散
（
予
定
）

３０

集
合
場
所　

大
垣
市
総
合
体
育
館
駐
車
場

募
集
人
員　

西
濃
地
域
在
住
の
小
学
３
年
生

か
ら
中
学
生
ま
で
の
親
子
１
２
０
名

※
乳
幼
児
は
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

見　
学　
先　

大
垣
税
務
署
、
大
垣
市
役
所
、

国
立
印
刷
局
彦
根
工
場
、
彦
根
城
築
城
４
０

０
年
祭

参　
加　
費　

大
人
１
、
０
０
０
円

　
　
　
　
　

子
供　
　

５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
昼
食
・
入
場
料
含
）

申　
　

込　

住
所
、
親
子
氏
名
、
生
年
月
日
、

保
護
者
職
業
、
子
供
の
学
校
名
・
学
年
、
電

話
番
号
を
明
記
し
て
左
記
ま
で
郵
送
も
し
く

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
。

〒
５
０
３
―
０
８
２
４

　
　

大
垣
市
旭
町
６
―
３

　
　
（
社
）
大
垣
法
人
会
青
年
部
会

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

８
１
―
１
５
３
９

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

８
１
―
１
２
８
８

締
め
切
り

　
　

７
月　

日
（
月
）
必
着　
　
　
　
　

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

２３
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7月1日（日）・7日（土）・8日（日）・ 
14日（土）・15日（日）・16日（祝） 
7月21日（土）～8月31日（金）の期間は毎日 
午前10時00分　～　午後5時00分 
幼　児 無　料 
小学生及び中学生 50円 
その他の者 210円 
（但し、付き添いのための入場者については100円） 
※幼児及び小学校3年生以下の児童については付き添いが必要です。 
　（付き添いは児童2人につき1人程度をお願いします。） 
※25メートル大プールについては、25メートル以上泳げる方のみ使用できます。但し、小
学校3年生以下の児童には保護者の付き添いが必要です。 

※付き添いの方は出来るだけ軽装（Tシャツ、短パン等）での入場をお願いします。 
※水着を着用していない方はプール内には入水できません。入水される方は必ず水着を着用
して下さい。 

※雨天・水温等により休場することがあります。 

開場期間 

開場時間 
入 場 料  

注意事項 

問い合わせ先　　教育委員会（℡　43－1288）（庁舎移転後　℡　43－1289） 
　　　　　　　　町民プール（℡　43－0111） 

つ
つ
し
ん
で
お
く
や
み 

　
　
　
　
申
し
上
げ
ま
す 

末
な
が
く
お
幸
せ
に 

住　
　

所

玉
中
部

岐
阜
市

氏　
　

名

 
岩  
津 　
 
晴  
彦 

い
わ 
つ 

は
る 
ひ
こ

 
笠  
原 　
 
彩  
子 

か
さ 
は
ら 

あ
や 
こ

住　
　

所

竹
之
尻

公
門
六

松
尾

東
町
一

玉
西
部

西
町
一

緑
ヶ
丘

公
門
三

門
前

今
須
中
町

氏　
　

名

 
上  
村 　
 
又  
衛 

か
み 
む
ら 

ま
た 
え

 
俣  
溝 　
 
金  
七 

ま
た 
み
ぞ 

き
ん 
し
ち

 
中  
川 　
 
一  
男 

な
か 
が
わ 

か
ず 
お

 
樋  
口 　
 
弘  
子 

ひ 
ぐ
ち 

ひ
ろ 
こ

�よ
し

   
 
田 　
　
 
勉 

だ 

つ
と
む

�た
が

   
 
木 　
 
晶  
子 

ぎ 

あ
き 
こ

 
本  
田 　
　
 
久 

ほ
ん 
だ 

ひ
さ
し

 
田  
中 　
 
政  
利 

た 
な
か 

ま
さ 
と
し

 
三  
輪 　
 
利  
夫 

み 

わ 

と
し 
お

 
田  
中 　
 
志 
づ

た 
な
か 

し

　
　

歳
85

　

歳
70

　

歳
90

　

歳
70

　

歳
85

　

歳
84

　

歳
51

　

歳
59

　

歳
73

　

歳
90

平成19年6月1日現在 

人口 8,664人 

男 4,247人 

女 4,417人 

世帯数 2,870世帯 

●消防署　平成19年5月分

搬送人員出動件数
累計今月累計今月

156146交 通

234224一般負傷

78168217急病人

259259その他

1413514336計

出動件数
累計今月

10建 物

00車 両

10林 野

00その他

20計

◎救急 ◎火災 

◎火災時における災害情報はテレホンサービス　TEL 24ー 1090

平成19年5月分 

比  較
１８年５月の
排出量

１９年５月の
排出量

品  目

1.4％減95.14ｔ93.82ｔ燃やせるごみ

3.0％増10.96ｔ11.29ｔプラスチック類

19.2％減17.00ｔ13.73ｔ燃やせないごみ

＊昨年に比べ、プラスチック類の排出量が増えています。ごみの減量化にお努め
ください。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

住
所

★
新
町

★
柴
井

★
池
寺

★
新
明

★
中
山

あ
か
ち
ゃ
ん
の

名　
　
　
　

前

 
浅  
山 　
 
紗  
月 

あ
さ 
や
ま 

さ 
つ
き

�た
か

   
 
木  
陽  
菜  
乃 

ぎ 

ひ 

な 

の

 
定  
野 　
 
来  
郁 

さ
だ 
の 

か
む 
い

 
安  
田 　
 
理  
乃 

や
す 
だ 

り 

の

 
折  
戸 　
 
風  
奈 

お
り 
と 

ふ
う 
な

お
父
さ
ん

お
母
さ
ん

 
孝 　
 
晴 

た
か 

は
る

 
由  
香  
理 

ゆ 

か 

り

 
幹 　
 
夫 

み
き 

お

 
由  
香  
里 

ゆ 

か 

り

 
武 　
 
美 

た
け 

み

 
未  
奈  
子 

み 

な 

こ

 
政 　
 
樹 

ま
さ 

き

 
歩 　あゆ

み

 
俊 　
 
暁 

と
し 

あ
き

 
妙 　よし

み

平成19年5月16日から　 
平成19年6月15日までの 
　　受付分（敬称略） 

　
　
●

●
●●
●●●●●●●●

●
●
●
●




